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COCN  
産業競争力懇談会（COCN）について 

1 詳細はお手元のパンフレットをご参照ください 



COCN  

2 

本テーマの推進体制 （１０月３１日現在） 

リーダー、事務局： 
 日本電気 
 
メンバー： 
 渥美坂井法律事務所、ＪＡＸＡ、沖電気、産総研、ＮＩＣＴ、中央大学 
 デンソー、東京大学、東芝、豊田通商、日本総合研究所、日立製作所 
 富士電機、理研、早稲田大学、日本電気 
 
オブザーバー／アドバイザー： 
 内閣府：総合科学技術・イノベーション会議事務局 
 総務省：情報通信国際戦略局、情報通信政策研究所 
 経済産業省：産業技術環境局 
 



COCN  人工知能化されゆくシステム 
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アクチュエーション・
外部出力 

人工知能 

将来予測・ 
不明推測 

計画立案・ 
動作選択 

外界認識・ 
情報構造化 

車線・標識・ 
信号・他車・ 
歩行者の 
認識等 

他車・歩行者 
挙動の予測、 
自車位置・ 

死角の推定等 

センシング・ 
データ収集 

経路・軌道の 
計画、 

運転操作の 
制御等 

自動運転車の例 

人 

他の 
システム 外部環境 

サービス提供 

物理系駆動 

情報発信 見える化 予測分析 制御・誘導 

蓄電量・ 
消費状況の 
情報収集等 

電力需要・ 
自家発電量 
の予測等 

機器運転・ 
発電／蓄電の 

計画等 
 

ビル電力制御の例 

製造要件・ 
機器現況の 
情報整理等 

必要リソース・ 
時間・要員 
の予測等 

工程分解・ 
スケジュール 

計画等 
 

製造工程管理の例 



COCN  参考： 基盤技術の推進の在り方に関する検討会（内閣府） 
     第三回資料「超スマート社会の姿と超スマート社会に向けた取組について」より 
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COCN  

• 超スマート社会として掲げられた将来像の多くは、ＡＩの活用を想定 
• ＡＩ間の交渉・協調・連携の実現で、さらに社会価値を増幅・創出可能 
 

ＡＩ間の交渉・協調・連携による超スマート社会の実現 
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 人工知能 

・相手の挙動計画を知ることで、より精緻な予測分析、制御・誘導が可能 
・相手に挙動計画を変更してもらうことで、より有利（安全・効率・利益）な 
 制御・誘導が可能 →交渉し、合意できた（双方利益）時に実行 

センシング・ 
データ収集 

センシング・ 
データ収集 

アクチュエーション・
外部出力 

アクチュエーション・
外部出力 

協調・連携 交渉 

１＋１＝３ 



COCN  

・ＡＩ間の相対型交渉と合意形成による協調・連携が、本活動のテーマ 
 （上位ＡＩに支配される形態の集中制御による連携は、本活動では対象外） 
・ユースケース毎の標準プロトコルに従ったメッセージ交換で、ＡＩ間交渉を実現 

 

ケース別の標準プロトコルによる相対型の交渉 

6 

電力 自動運転 製造 相対融資 

電力単価 
削減依頼 
・・・ 

予定進路 
・・・ 

ユースケース 

対象とするAI間モデル 

製品仕様 
納期、・・・ 

利率 
抵当権 
・・・ 

集中制御AI 

対象外 

あいたい 

相対型 
(P2P) 

交換する情報 
（プロトコル） 



COCN  
電力ユースケース： 電力の需給調整要求 
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事業者間での固定的な契約 

浄水場 

工場 
電力会社 

電力逼迫で 
高コスト発電 

コスト 
節約限界 

電力 
コスト 

他事業者との固定契約のため、 
自社努力による効率化に限界がある 

壁（制約） 
他事業者 
との契約 

最適運用ＡＩ 

柔軟な契約 

蓄電する夜間の 
電力費を削減 

他事業者との契約を変更し、 
自社努力による効率化の余地を作る 

ピーク時に高コスト 
な供給源を削減可能 浄水場 

工場 
電力会社 

コスト削減 

Win-Win 

最適運用ＡＩ 
交渉ＡＩ 

交渉で、 
契約（制約） 
を変更 

最適化の余地が広がる 



COCN  
自動運転ユースケース： 高速道路での合流 
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自動車間で意思表明がない 

他車の動きを予測し、自車経路を決定 
不確実性が高く、スムーズでない 

他車の 
経路を予測 

自車の 
経路を計画 

？ ？ 

前に入るの？後ろ？ 
減速すべき、加速？ 合流に 

時間を要す 

Win-Win 

自動車間で意思表明がある 

互いの経路計画の交換と、その承認により、 
「譲り合い」が生まれ、スムーズな合流を実現 

他車から受信 
する経路計画 

自車の 
経路を計画 

スムーズな 
合流 

前に入るなら、 
少し減速しよう 

現在、ドライバーが行っている 
アイコンタクトやジェスチャー 
と同等の効果 

最悪の場合、相手も同じタイミングで、 
こちらの行動を予測し、経路を変更してしまう。 
完全に同期すると、いつまでも合流できない 



COCN  

業務依存プロトコル 

ＡＩが共通に参照できる台帳を準備し、提案・受理といった実行可能な交渉規約、 
交渉記録、交渉可能なＡＩのリストを格納することが、効率的な運用のために有効 

効率的な運用のためには、台帳導入が有効 
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例：工場 例：電力会社 
節電 10 kW 

交渉ＡＩ 交渉ＡＩ 

決裂 
受理 

提案 

22円/kWh 
提案 

提示… 
提示… 
…受理 

交渉相手 交渉記録 交渉規約 

台帳 
（公的機関の運用を想定） 

業務依存プロトコル 業務依存プロトコル 
相対型プロトコル 相対型プロトコル 共通プロトコル 



COCN  

① 調整原理の確立 
AI間で交渉等を行うための良いアルゴリズムがあること。 
② 調整基盤の整備 
原理実行のための通信や記録等の標準プロトコルが定められ、 
必要な品質が満たされたものを必要なシーンで安心して利用可能であること。 
③ 調整制度の遵守 
違反やただのりを排除するためのしくみや制度等があること。 
調整の結果として起きた事象の責任分担について社会合意がなされていること。 
新規参入や環境変化に対応するための更新手順が定まっていること。 

 
 
全体最適、相互接続、公共の利益を意識して、協調的に社会実装を推進 
個別の実装、ビジネスモデルは、競争的に各社が切磋琢磨 

社会実装に必要な３条件 

10 



COCN  
純粋な相対型交渉からの派生形・発展形 
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相対型 
(基本形) 

合流地点 
管制ＡＩ 

競争的協調型 
(WinWinであるが、利益配分あり) 

市場型 
（破綻の回避） 

市場統制ＡＩ 

・社会実装においては純粋な相対型のみならず、派生形・発展形も有益／必要 
・それらに関する研究開発や標準化も、本活動の議論の対象としている 
 

例： 証券市場 

トレーディングＡＩ 

グローカル型 
（全体視点の導入） 



COCN  
銀行ユースケース： 融資の自動マッチング 
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銀行間で共通化されていない 

Ａ銀行 Ｂ銀行 融資 
査定ＡＩ 

資金が必要な 
個人・中小企業 

5年固定 
1.0％ 

5千万円 

10年固定 
1.2％ 

3千万円 
個人 
情報 

個人 
情報 

各銀行に必要情報を提供すると自動で 
融資判定を受けるが、依頼は人が行う 

銀行間で共通化し、依頼もAI化 

融資の相見積もりを代理するＡＩが、適宜 
情報を開示し、最適な融資を引き出す。 

銀行側は、新たな客層への融資が可能に。 

今まで融資を 
受けられなかった層 

個人 
情報 

個人 
情報 

融資 
依頼ＡＩ 

最適な 
融資 

審査コスト 
集客コスト 
が激減 



COCN  製造ユースケース： バリューチェーンの柔軟化 
人による受発注先選定・条件交渉 

比較的少数の取引先候補との 
粗い条件（仕様・価格・納期等）調整 

発注 

受注 

発注 

受注 
受注 受注 

製品 

材料 部品 

輸送 

高い調整コスト、ラインナップ硬直 
取引機会減少、資産・設備の遊休 

会社・業務システム間で自動交渉 
多数の取引先候補との 
すばやく精細な条件調整 

発注 

受注 受注 受注 

受注 

発注 

受注 

発注 

受注 

発注 
受注 

受注 

発注 受注 

調整効率化、少量・短納期・低コスト生産 
新規Win-Win関係発見、稼働率向上 

発注 

13 
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Fraunhofer IOSB（独）, KETI（韓）より提案→本年９月にIIC正式Testbed承認 

参考:  Industry Internet Consortium, "Smart Factory Web Testbed”より 



COCN  
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参考:  Industry Internet Consortium, "Smart Factory Web Testbed”より 



COCN  ユースケース群とSociety5.0 
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注１： 総務省はユースケース間連携としても想定する関連省庁 

ユースケース 主な 
交渉・調整内容 

想定する関連府省庁 
（注１） 

Society5.0において関連する 
「目指すべき将来像」 

物
理
的
挙
動
の
協
調
・連
携 

無人建設機械 動作計画 総務省、経産省、国交省 インフラ維持管理・更新 
自然災害に対する強靭な社会 

製造機器連携 危険回避動作 
協調動作 総務省、経産省 新たなものづくりシステム 

スマート生産システム 
居住空間内 
ロボット連携 

危険回避動作 
協調動作 

総務省、厚労省、 
経産省、国交省 

地域包括ケアシステム 
おもてなしシステム 

自動運転車 
・移動体 

危険／非効率 
回避動作 

警察庁、総務省、 
経産省、国交省 高度道路交通システム 

複数人工衛星システム間の 
協調地球観測 

動作計画 
ミッション補完 総務省、文科省、経産省 地球環境情報プラットフォーム 

新しい事業・サービス 

経
済
的
挙
動
の
協
調
・連
携 

製造バリューチェーン 
自動接続 仕様・納期・金額 総務省、経産省、国交省 

新たなものづくりシステム 
スマート生産システム 

スマート・フードチェーンシステム 
スマートシティ 

電力・水 消費計画・料金 総務省、厚労省、 
経産省、国交省 

エネルギーバリューチェーン 
スマート生産システム 

相対融資マッチング 融資条件 内閣官房、金融庁、総務省、 
農水省、中小企業庁  FinTech （日本再興計画より） 

金融自動取引管制 悪意オペレーション
排除 金融庁、総務省 FinTech （日本再興計画より） 

医療・介護リソース 
マッチング 

専門家・設備・救急
搬送等の運用計画 

総務省、消防庁、 
厚労省、経産省 地域包括ケアシステム 

短納期 
リテールロジスティクス 仕入・配送計画 警察庁、総務省、 

経産省、国交省 
スマート・フードチェーンシステム 

おもてなしシステム 

両
方 

スマートシティ 
交通・人流 流入・流出計画 警察庁、総務省、国交省 

自然災害に対する強靭な社会 
おもてなしシステム 

高度道路交通システム 

詳細は本活動の中間報告書http://www.cocn.jp/report.htmlをご参照ください。 



COCN  産業競争力強化のための政策提言 
および施策の骨子（案） 
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施策の骨子 
政策提言１： 
調査研究の推進 

・各ユースケースが想定する関連府省庁に人工知能戦略の担当部門を設置 
・ユースケース共通／個別に官民合同の研究会を設置 
  社会実装詳細設計、必要技術・標準化対象・制度洗い出し、内外関連動向調査 
・自動交渉の協調領域に関する研究開発への投資 

 共通基礎交渉手順、必要な新通信技術、交渉用分散台帳技術等の開発 
・ユースケースの実証実験、テストベッド構築への投資 

政策提言２： 
推進・運用母体の 
設置／後援 

・ユースケース共通／個別に官民合同の推進協議会を設置 
  実際の標準化作業、ユースケース間の整合性確保 
・ユースケース別に集中台帳運用主体を設立（民間の後押しあるいは政府自身） 

政策提言３： 
基盤構築と運用 

・公共性の高い調整基盤の政府による構築と運用 
・集中台帳運用主体の業務実施 

政策提言４： 
普及促進 

・「交渉結果に対する使用者責任、不具合に対する製造者責任」の社会合意確立 
・政府／自治体自身の積極活用、ユーザーへの政策的優遇 
・複数ユースケースを先行導入し相乗効果を実現する特区の設置 
・普及促進のための制度変更・ルール導入等 

政策提言５： 
国際協調 

・国内実装がそのまま海外展開可能となるよう、初期より標準や制度の国際調整 
  国際協調の場における「人工知能間の交渉・協調・連携」の議論の提案と牽引 
・日本の強い製品に追加しての輸出、海外での運用管理体制構築を支援 



COCN  

• 超スマート社会における将来像の多くは、ＡＩ間の交渉・協調・
連携によって、さらに社会価値を増幅可能 
 

• ＡＩ間交渉は、ユースケース毎の標準プロトコルに従ったメッ
セージ交換で実現 
 

• 社会実装に必要な３条件は、以下の３つ 
1. 調整原理の確立 
2. 調整基盤の整備 
3. 調整制度の遵守 

 
• 今後の予定は、ユースケースの分析を通して、全体体系のリファ
レンスモデルを作り、社会実装に向けた政策提言を行う 

 
 

議論のまとめとCOCN活動の今後の予定 
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